
 

 
 

 

 

 今から 81 年前に八戸市が誕生し、八戸の海に港が誕生しました。後に八戸港は開港指定を受け、先

人たちの苦労や努力により、まちは大きく発展してきました。 

 八戸の港の発展なくして、今の八戸はなかったと考えます。この事が「海から拓け海とともに発展し

てきたまち」と云われる由縁だと考えます。そして、その港を舞台に行われている八戸花火大会は、例

年 4～5 万人の来場者を有し、昨年は市政施行 80 周年、八戸港開港 70 周年、社団法人八戸青年会議

所創立 50 周年という位置づけもと、例年以上の来場者と大きな盛り上がりをみせました。 

 このことからも、八戸花火大会はこのまちの大きなまちの魅力の一つになっていると考えます。 

 昭和 52 年から始まり、本年 30 回目を迎える花火退大会は、今、新たな展望を求められています。

今まで以上に市民一人ひとりが誇りを持てるような大会へとしていくことが必要と考えます。 

 

 

 ＦＡＸ送信表（別紙参照）に、このまち（八戸）への夢や希望、また皆さんの夢や希望を書いてくだ

さい。書いて頂いたものは、実際に「第 30 回八戸花火大会」で使用される花火玉の玉張りに使われま

す。今大会に使用予定の玉張り紙は約 2000 枚となりますので、目標枚数になり次第打ち切らせて頂き

ます。打ち切りになり次第、八戸青年会議所のＨＰにてご案内させて頂きます。 

 

 

平成 22 年 6 月 8 日～8 月 4 日 ※2000 枚集まり次第終了 

 

 

社団法人八戸青年会議所 まちの魅力発信委員会 

TEL：0178-22-5501 FAX：0178-43-7364 

〒031-0073 

八戸市大字売市観音下 6 

 



 

FAX 送信表 0178-43-7364 

社団法人八戸青年会議所 まちの魅力発信委員会 

                                               

 

（任意） 

・名 前           （  歳） 

 

・TEL                  

  

※ご記入頂きました個人情報については、主催者 

 および関係者のみで利用し、本人の許可なく第 

 三者へは開示いたしません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右に記載したものが貼られ

ます。 

こちらにお書き下さい。 


